
大項目 中項目
目標達成状況及び
取組状況について

園の取組の
適切さについて

教育活動､学校経営の
改善方策について

【学校関係者評価書】(令和7年度）

評価者名
（学校評議員名）

園　　名

・園児の人数が年々減る中
で、例えば幼児クラスでし
たら、年齢クラスを混同で
行事をしてみると、子ども
達の違った成長の一面がみ
られるのかなと思いまし
た。
・保護者アンケートの中
で、気になった点は子ども
のプライバシーの順守が相
対的に低いということで
す。プライバシーの何が問
題なのかを、今後分析し、
改善に繋げていただきたい
と思います。

・参観した保育参観や運動会、作品
展などについては、発達段階に応じ
た適切な取組だったと思います。保
護者の評価も高く好意的に受け止め
られていると感じました。
・あいさつの習慣が家庭でも発揮さ
れるので、親も意識しようとする好
循環がうまれるのではないでしょう
か。一方で大人になっても様々な事
情により明るい態度を出せない人も
居ると思うので、排除しない鷹揚さ
が必要ではないでしょうか。
・消毒や換気だけで防げない感染も
ありうるので、情報共有も必要であ
ると思われる。
・日々の園生活では、子どものペー
スに合わせて成長を見守り、支援い
ただいていました。保護者へ日々の
子どもの成長の一面を報告いただく
ことも嬉しかったです。

学校関係者評価実施日
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令和 8 年 2月 13日

教育・保育目標
教育・保育計画
教育・保育内容/指導
人権教育
特別支援教育
園行事

都祁こども園
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・教育目標・保育目標及び
計画が明確に立てられ、保
護者も概ね評価されている
ことから、適切な取組がな
されていると考えられま
す。
・保育者も共感的な態度で
子どもに関わっていると思
われます。
・子ども達が自分「考える
力」を育めるように、日々
の保育活動をしていただい
ていたと思います。自分達
で何かを達成できた喜びを
皆で共感する様子が伝わり
ました。

・園区が広く、各地域とのつながりをもつことは今後も厳しいと感じます。民生委員をして草刈り作業に参加させていただ
いておりますが、我々や地域への要望等があれば、地域自治会へも何らかの方法で伝えさせていただきます。
・子どもの成長発達に直接関わるのは親と家族です。子どものおかげで親として成長できることの喜びは経験してみないと
分かりません。又、子どもは10歳までに一生分の親孝行をしてくれると聞いたことがあります。生まれてから５歳６歳まで
の子どもと接することができる親御さんはうらやましく思います。他のお子さんと比べて発達が遅れているのではないかと
心配されることもあるでしょうが、月単位や年単位で必ず成長していることを伝えたり、必要な情報を全体や個別に伝えた
りして、保護者との良い関係を続けていただきたく思います。
・地域の子どもの人数が少なくなる中で、先生方が子ども達一人一人の成長を丁寧に見守り、育んでいただいている様子
が、行事や普段の子ども達の様子から伝わってきました。子ども達はそれぞれの物の見方、考え方が違う、そんな子ども達
の思いを尊重して、向き合っていただいていたと思います。園長先生や副園長先生はじめ、先生方がいつも気さくに温かく
ごあいさつしてくださるのが、私達保護者にとっては「ほっとする」瞬間で、「また明日から頑張ろう」と元気づけられて
います。いつもありがとうございます。

その他の園に関する意見

・先生方がクラス毎だけで
はなく、園全体で協力され
ている姿が見られました。
園長先生や副園長先生が組
織運営を丁寧にされている
のだと感じました。
・年に数回の訪問では運営
面についての評価は難しい
ですが、保護者アンケート
で環境整備や、安全管理の
項目の評価が低かったの
で、今後職員での点検等が
必要であると思います。

・園だより、クラスだより
等で、保護者への情報提供
が適切になされていると思
います。
・自分の子どもの担任以外
の先生のことも知りたい
なぁと、思い、園だよりに
先生の紹介コーナーみない
たなものがあったら是非読
みたいです。

組織運営
研究・研修
危機管理
保健管理
地域との連携
施設・設備
情報管理

・奉仕作業時は先生方が主体的
に動いてくださっていました。
園行事では子ども達と一緒に先
生方が楽しんで取り組んでいた
だいた印象でした。何事も園全
体で一丸となって取り組んでお
られると思いました。
・絵本の読み聞かせや地域の方
との野菜作り、茶道教室等は今
度も継続充実をお願いします。
何と言っても体験することが大
事だと思います。
・特に冬期の退園時は暗くなる
ので、より一層の安全管理が必
要と思われます。


